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□市の概要

岐阜県の中南部に位置し、名古屋から鉄道で最速約４０分で到
着します。市の北部は森林が広がり、南部には一級河川である
「木曽川」が流れており、山と川に囲まれた自然豊かなまちです。
□人口：57,448人（R5.10_時点）
□面積：7,481ha（総面積の３９．６％に当たる２，９６５haが
森林。うち人工林が７７０ha、天然林が２，１００ha）
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生活様式の変化等で里山林は放置され、里山林を覆う広葉樹
は「林齢のピークの60年生」に近づいている。さらに近年、マツ
枯れ、ナラ枯れで高齢大径木が被害を受け母樹としての機能が
低下したり、広葉樹の伐採放置林に竹が繁茂し生態系がくずれ
るなど、里山林の荒廃が年々拡大し、森林の公益的機能が発揮
できなくなっている。

・里山林の荒廃
・森林整備の担い手不足
・有害鳥獣による農被害 …など

＜鉄道の場合＞
東海道新幹線利用
で東京まで約2時間
30分(最速)＜鉄道の場合＞

東海道新幹線利用で大阪
まで約1時間40分(最速)
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～里山千年構想～

美濃加茂市

里山資源を活かした
ひとづくりの実践
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□森のようちえん
参加者を募ったイベント型として実施し、遊具など作られたものがない里山内で、子ども達が里山

を自由に使い自由な発想で遊ぶことで、新たな気付きを感じることができる。

□里山保育
市立保育園・こども園における、日常保育として実施し、自然にふれて遊ぶことを繰り返すことで、

子どもの好奇心を沸き立て想像する力を育みながら、人の基礎を築くことができる保育を推進する。

□アベマキを活用した学校机プロジェクト
小学校の環境教育と連携し、市内森林に自生するアベマキを小学校の学習机の天板に活用。

美濃加茂市

（ウッドデザイン賞2015 林野庁長官賞受賞）

（キッズデザイン賞2018 審査委員長特別賞受賞）

（ウッドデザイン賞2022 ソーシャルデザイン賞入賞）
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□問い合わせ先
経営企画部 企画課 企画政策係 担当：野村
TEL:0574-25-2111（内線336）FAX:0574-25-3917

E-mail：kikaku2@city.minokamo.lg.jp

□森のようちえん
物事を考える発想力・創造力の向上。また、参加同士で遊び方を決めることで、コ

ミュニケーション能力や協調性の獲得に寄与する。

□里山保育
子どもたちの五感を刺激する体験が、環境への感謝や尊重の感性を育み、自己肯

定感を高めることで、人とのつながりや主体性を備えた人財の基礎をつくる。
子どもたちが持っている「生きる力」を最大限応援できる保育体制を整えること
ができる。→保育士の育成

□アベマキを活用した学校机プロジェクト
資源活用の過程を学び、里山やその生産物を大切にする心を育む。

美濃加茂市

市役所HP

①企業活動の最前線
フィールドとして連携

・里山資源を活用した商品（体験）開発

・企業協働の森に関する協定など…研修や社会実験の場として活用

②企業の新たな付加価
値を創出

・SDGｓからESGにつなげ、ブランド力や信頼性の向上により、人財確保、
コミュニティ創造、イノベーション創出のきっかけとなる

③寄付額が税額控除の対象に
なる（企業の実質負担：約１割）
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パークハイアット京都（京大和）の正門に
美濃加茂産「アベマキ」が柱と梁に使用された


